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野
菜
で
「
食
」
を
支
え
る
。

「MOTTAINAI

」
で
支
え
る
。

そ
れ
は
「
つ
な
ぐ
」
と
い
う
こ
と
。

食
を
つ
な
ぐ
。
笑
顔
を
つ
な
ぐ
。

み
ん
な
で
つ
な
ぐ
。
家
族
で
つ
な
ぐ
。

わ
た
し
も
つ
な
ぐ
。

20th Anniversary 202520th Anniversary 2025

も

く

じ

2025



02

公
立
小
浜
温
泉
病
院

病
院
備
蓄
食
材

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
寄
附

MOTTAINAI

あ

り
がとうござい

ま

す

　

公
立
小
浜
温
泉
病
院
で
は
、
災
害

発
生
時
に
備
え
、
食
材
等
を
備
蓄
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
賞
味
期
限
の
到
来

に
よ
り
、
食
材
等
の
入
れ
替
え
を
計

画
さ
れ
、
そ
の
入
れ
替
え
る
食
材
を

本
会
に
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
う
ん
ぜ
ん
」
に

お
け
る
支
援
や
子
ど
も
食
堂
等
へ
の

支
援
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

事
業
企
画
課

　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

就
労
的
活
動
支
援

シ
ニ
ア
い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ

ご
参
加
く
だ
さ
い

college

参加無料です

　

高
齢
者
等
の
居
場
所
づ
く
り
、
活

躍
の
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
、「
シ
ニ
ア

い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
７
月
か
ら
９
月
分
を
紹
介

し
ま
す
。

■
第
４
回

　

『
若
返
り
体
操
・
体
力
測
定
』

　

日
時　

７
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
00
分
～
11
時
30
分

　

場
所　

愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

　

講
師　

久
田　

伊
津
美　

氏

■
第
５
回

　

『
健
康
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ
』

　

日
時　

８
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
00
分

　

場
所　

南
串
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

講
師　

迎　
　
　

博
人　

氏

　
　

（
迎
リ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
代
表
）

■
第
６
回

　

『
植
物
観
察
と
薬
草
』

　

日
時　

９
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
00
分
～
12
時
00
分

　

場
所　

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

　

講
師　

宮
崎　
　
　

勉　

氏

　
　

（
元
長
崎
大
学
教
育
開
発
推
進
機

　
　
　
　
　

構
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
）

事
業
企
画
課

　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

24
時
間
テ
レ
ビ

募
金
会
場
開
設
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

24HTV

お

待
ちしておりま

す
。

視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事
業

『
手
引
き
』
講
習
会
開
催

参
加
者
募
集

視覚障がい

参加無料です

　

「
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支

援
」
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、『
手
引
き

講
習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時　

７
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

９
時
00
分
～
13
時
00
分

　
　
　
　

（
第
３
部
昼
食
ま
で
含
む
）

　

場
所　

国
見
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
第
１
部…

座
学

　

ま
ず
、
基
本
を
学
び
ま
す
。

■
第
２
部…

実
技

　

実
際
に
手
引
き
を
体
験
し
ま
す
。

■
第
３
部…

実
践

　

ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
状
態
で
の

「
食
事
」
を
体
験
し
、
そ
の
食
事
の
支

援
を
学
び
ま
す
。

参
加
無
料
（
お
弁
当
代
実
費
）

事
業
企
画
課

　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

昨年度の
「手引き講習会」の様子

やりすぎないこと。

目と肘を貸すだけ。

ローリングストックとは？

　

ご
家
庭
や
企
業
等
で
、
普
段
の
食

料
品
や
日
用
品
を
少
し
多
め
に
買
い

置
き
し
、
賞
味
期
限
を
意
識
し
て
古

い
も
の
か
ら
消
費
し
、
使
っ
た
分
を

買
い
足
す
こ
と
で
、
常
に
一
定
量
の

備
蓄
を
保
つ
方
法
の
こ
と
で
す
。

　

災
害
時
に
備
え
て
食
品
を
ス
ト
ッ

ク
し
て
お
き
な
が
ら
、
食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
、
賞
味
期
限
切
れ
の
心
配
も

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栄養管理室長 上戸様（左）と
総務課長 隈部様（右）

「災害
 備蓄用パン」

募
金
会
場
開
設

　

24
時
間
テ
レ
ビ
募
金
会
場
を
開

設
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
　

令
和
７
年
８
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
00
分
～
16
時
00
分

■
場
所

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
　
　

雲
仙
吾
妻
町
店
前
駐
車
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

募
金
会
場
の
開
設
に
際
し
、
募

金
会
場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
本
会
に
て
保
険

を
か
け
ま
す
。

■
募
集
人
員…

若
干
名

■
保
険

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

※

必
要
で
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
証
明
書
等
発
行
し
ま
す
。

昨
年
の
実
績

　

約
120
名
の
方
が
ご
来
場
い
た
だ

き
、
１
４
８
，
４
３
２
円
が
集
ま
り
、

全
額
長
崎
国
際
テ
レ
ビ
を
通
じ
て

日
本
テ
レ
ビ
へ
送
金
し
ま
し
た
。

事
業
企
画
課

　
　
　

０
９
５
７-
37-
２
８
５
５



も
っ
た
い
な
い

規
格
外
野
菜

　

活
用
し
ま
す
。

MOTTAINAI

ﾌ
ｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ・子ども食

堂

「
食
」
を
つ
な
ぐ

フ
ー
ド
バ
ン
ク

つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ

うんぜん

　

本
会
が
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り

強
化
事
業
の
一
環
で
「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ

Ｎ
Ｋ
う
ん
ぜ
ん
」
と
し
て
行
っ
て
い

る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
、
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
食
材
等
を
提
供
し
て
頂
い

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
和
７
年
４
月
～
５
月

　

◆ 

平
野
唯
弘　

様

　

◆ 

松
島
昌
太　

様

　

◆ 

雲
仙
市
商
工
会
女
性
部　

様

　

◆ 

村
岡　

茜　

様

　

◆ 

株
式
会
社
ア
ム
ザ　

様

　

◆ 

Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ　

様

　

◆ 

株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　

様

　

◆ 
九
州
急
行
バ
ス
株
式
会
社　

様

　

◆ 
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
国
見
神
代
店　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-
イ
レ
ブ
ン
雲
仙
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
店　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-
イ
レ
ブ
ン
雲
仙
吾
妻
店　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
愛
野
店　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
小
浜
マ
リ
ー
ナ
店　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
小
浜
金
浜
店　

様

　

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ

　
　
　
　
　
　

（
も
っ
た
い
な
い
）」

　

サ
イ
ズ
や
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
等
で

規
格
外
に
な
っ
た
野
菜
等
を
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
う
ん
ぜ
ん
」
に
お

け
る
支
援
や
近
隣
市
町
の
子
ど
も
食

堂
等
へ
配
付
し
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
も
松
島
様
に
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
企
画
課

　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

食材提供お礼

　

◆ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
国
見
店　

様

　

◆ 

安
勝
寺　

様

　
　

（
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
）

　

◆ 

公
立
小
浜
温
泉
病
院　

様

　

◆ 

農
林
水
産
省　

様
（
備
蓄
米
）

　

◆ 

雲
仙
市　

様

　

◆ Amazon

「
み
ん
な
で
応
援
」

　
　

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
者　

様

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平野様（千々石町）平野様（千々石町）

松島様（小浜町）松島様（小浜町）

村岡様（諫早市）村岡様（諫早市）

セブン -イレブン
雲仙小浜マリーナ店様
セブン -イレブン
雲仙小浜マリーナ店様

03

R07
-03-
R07
-03-

R07
-04-
R07
-04-

①両手の人差し指と親指を向かい合わせ、
　左右に離しながら指を閉じる。
②右手の人差し指と中指を伸ばし、
　掌は外に向け目元から離す。

☆「国」と「見る」を合わせて
　「国見」です。
　国は日本の形を表します。

①トウモロコシを両手で
　持つように口元左右に構え、
　手だけを上下に動かす。

☆「トウモロコシ」の手話で
　表現します。
　瑞穂町の特産品の１つ。
　

「国見」
「瑞穂」

やってみよう！手話！～みなさんも「手話」にチャレンジしてみませんか～手 話

今
回
も
や
り
ま
す
「
手
話
雑
学
」

　

手
話
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る

　
　
　

手
話
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
話
に
は
「
方
言
」
も
あ
り
ま
す
。



0405

令和

６
年度

事
業
報
告

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
。

Ⅰ　地域福祉推進に向けた基盤の強化

Ⅱ　地域福祉推進に向けた基盤の強化

● 社協会費
　 地域福祉への参画及び協力のため、
　 市民の皆さまに会費納入を呼びかけた。

一般会費
賛助会費
特別会費

10,005 件
221 件
60 件

4,992,100 円
221,000 円
181,000 円

件数 会費

● 寄附
　 地域福祉を目的として、皆さんから
　 寄附をいただきました。

一般寄附
香典返し寄附

4 件
215 件

20,533 円
4,321,000 円

件数 寄附額

● 長崎県共同募金会雲仙市支会事務局
　 市内各所でさまざまな募金活動を展開。
　 募金は、次年度に約 65％が市社協に助
　 成され、様々な地域福祉事業に活用。

戸別募金 10,626 件 5,345,750 円
法人募金 115 件 856,559 円
学校募金 19 件 179,791 円
職域募金 34 件 285,746 円
その他の募金 73 件 233,914 円
合　計 10,867 件 6,901,760 円

件数 募金額

● 視覚障害者生活訓練事業
　 視覚に障がいのある方に対し白杖歩行や
　 点字等の習得訓練など日常生活上必要な
　 訓練及び指導等。

実績 39 回 192 名
回数 参加者数

● 手話通訳者設置事業
　 通訳派遣申請者が希
　 望する場所に派遣す
　 るとともに、手話通
　 訳や聴覚に障がいの
　 ある方への家庭訪問
　 等。

手話通訳 301 件
家庭訪問 122 件
講習会等 22 回
相　談 499 件

実績

● 各種団体等の事務支援と連携強化
　 市内の各種福祉団体等の事務支援と
　 合わせて、円滑な地域福祉活動を目
　 的とした連携強化。
　 ○雲仙市民児協：会計事務
　 ○各町民児協：事務支援
　 ○雲仙市老連及び各町老連：事務支援
　 ○市内の各種福祉団体等との連携

● 生活支援体制整備事業
　 ○生活支援
　 　誰もが地域で暮らし続けることができ
　 　るようにするために、協議体・生活支
　 　援コーディネーターを配置し、住民が
　 　主体となった支え合い活動を推進し、
　 　地域全体で高齢者の生活を支える体制
　 　づくり。
　 ○就労的活動支援
　 　就労的活動支援員を配置し、個人の特
　　 性や希望に合った活動をコーディネー
　　 トすることにより役割がある形での高
　　 齢者の社会参加等の促進。

● 雲仙市戦没者慰霊奉賛会事務局
　 雲仙市における戦没者の追悼式と長崎
　 県戦没者慰霊奉賛会の奉賛金の勧募。

● 雲仙市連合遺族会事務局
　 雲仙市連合遺族会の事務局として
　 団体支援。

奉賛金 13,211 件 665,600 円
件数 募金額

● 認知症高齢者見守りネットワークの推進
　 各種団体や企業等と連携した認知症高齢
　 者等の見守り。

● 新入学児童黄色い帽子配付事業
　 新入学児童に対し黄色い帽子を贈呈。
　 令和 7年度配付分より「選択式」導入。

● 福祉用具等貸出事業
　 福祉用具等を市内に居住する方々へ一時
　 的に貸し出し。
　 ※車椅子、ポータブルトイレ、シャワー
　　 チェア、レクレーション用具等

● 日常生活自立支援事業
　 認知症や知的、精神の障がいにより判断
　 能力の低下した方が、住みなれた地域で
　 安心して日常生活を送ることができるよ
　 う、福祉サービスの利用援助や日常的な
　 金銭管理などの生活支援

● 支援対象児童等見守り強化事業
　 子供の見守り体制を強化し、支援が必
　 要な子ども等を早期に必要な支援へつ
　 なぐ。
　 ①訪問支援
　 ②フードバンク（つなぐ BANK うんぜん）
　 ③こども地域食堂あなたの知らないレストラン

● 日本赤十字社長崎県支部雲仙市地区事務局
　 毎年５月を 「赤十字運動月間」とし、
　 「赤十字会員増強運動」を行い、火災等
　 災害発生時の罹災世帯へ救援物資等支援。

活動資金 13,211 件 4,844,780 円
件数 募金額

● ボランティアセンター整備事業
　 住民のボランティアに関する理解と
　 関心を深めるとともに、ボランティ
　 アの育成や活動の支援。

登録者数

● 福祉総合相談事業
　 市民の困りごとの課題解決に向け、相談
　 窓口を開設。

法律相談
心配ごと相談

8 回
通年

54 件
609 件

実施回数 相談件数

● 福祉教育等支援事業
　 小中学生や一般市民を
　 対象に、車いす、アイ
　 マスク等、福祉体験学
　 習の指導や指導者の育
 　成、関係機関・ボラン
　 ティア等へのコーディネート。
　 「日帰り福祉旅」の実施。

福祉教育 32 回 1,140 名
実施回数 参加者数

● 広報誌発行
　 福祉関係の事業等の
　 情報発信を目的に、
　 広報誌を発行し、
　 各世帯等に配付。
　 ※6回（122 ～ 127 号）

● 各種広報活動
　 各種事業や地域での福祉活動のホーム
　 ページ・SNS による情報発信、FM ラジ
　 オによる広報活動。

● 社会福祉大会
　 社会福祉に対する理解と意識の高揚を
　 図り、多年にわたり社会福祉の発展に
　 功績のあった方々を表彰。
　 〔記念講演〕
 　講師：舞の海秀平氏
　 演題：『可能性への挑戦』

● ふれあい・いきいきサロン事業
　 自治会等の小地域に
　 拠点となる拠り所を
　 開設、その地域に居
　 住する対象者と地域
　 住民等によるボラン
　 ティアとが協働して
　 企画及び運営を行い、
　 生きがいづくり。

サロン数
実施回数
ｻﾎﾟｰﾀｰ派遣
延利用者数
延ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数

58 ヶ所
650 回
234 回

5,420 回
599 回

実績

55 名 18 団体（300 名）
個人 団体

件数 158 件
ボランティア活動斡旋数

● 地域福祉活動団体支援事業
　 住民が自主的に
　 行う地域福祉活
　 動に対して助成
　 金の交付。

件数
助成金額
参加者数

16 件
1,461,311 円

15,009 名

実績

件数 4件
災害発生時の救援物資提供

千々石老人福祉センター橘荘 1,740 名
小浜老人福祉センター 17,654 名

利用者数

● 指定管理施設の管理受託

● 福祉資金貸付事業
　 一時的に生活困窮に陥った世帯を対象に
　 無利息で少額の福祉資金の貸し付け。

● 生活福祉資金等貸付、臨時特例つなぎ
　 資金貸付事務
　 高齢者障害者住宅整備資金貸付償還事務
　 県社協が運営している生活福祉資金等の
　 相談・申請受付窓口業務や債権管理に係
　 る償還指導等業務。

教育支援資金 7件 15,119,000 円
障害者自動車購入 1件 730,000 円
その他 4件 866,000 円

合計 12 件 16,715,000 円

件数 金額

２
０
２
５
年
問
題
と
地
域
社
会
の
変
化

　

日
本
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

「
２
０
２
５
年
問
題
」
を
迎
え
、
社
会
保
障
費

の
増
加
、
労
働
力
不
足
、
医
療
・
介
護
の
ひ
っ

迫
が
進
み
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
地
域
社
会

の
福
祉
基
盤
が
脆
弱
化
す
る
た
め
、
全
国
的

に
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

災
害
対
策
と
地
域
づ
く
り

　

能
登
半
島
地
震
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
災
害
時
の
支
援
体
制
整
備
や
、
平
時

か
ら
の
組
織
連
携
が
、
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
に
不
可
欠
で
す
。

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
助
け
合
い
、
支
え

合
い
で
育
む 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念

に
、
地
域
福
祉
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼ 

包
括
的
な
支
援
体
制
の
基
盤
づ
く
り

▼ 

地
域
で
支
え
合
い
、

　
　
　
　
　
　

助
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り

▼ 

安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　

利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り

▼ 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

▼ 

包
括
的
な
支
援
体
制
の
基
盤
づ
く
り

▼ 

地
域
で
支
え
合
い
、

　
　
　
　
　
　

助
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り

▼ 

安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　

利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り

▼ 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り



● 緊急食糧支援事業
　 生活困窮世帯に対し必要に応じて食材
　 等の現物支給による支援。

実績 10 件 41,686 円
件数新規受任数 2 名

総受任数 13 名
内後見 （7名）
内保佐 （4名）
内補助 （2名）

人数
利用料・公共料金等の支払い 239 回
福祉サービス
生活上の支援
関係機関との調整

合　計

主な支援内容

26 回
72 回
95 回
432 回

回数

支援金額

● 食糧等支給事業
　 本会が行うフードバンク事業において
　 収集した物品を有効活用し、生活困窮
　 世帯に対し必要に応じて食材等の現物
　 支給。

実績 4件
件数

● 法人後見事業
　 成年後見制度における成年後見人、保
　 佐人及び補助人を受任し、判断能力が
　 十分でない成年者の法律行為を援助。

● 成年後見制度利用促進に係る
　 中核機関業務
　 成年後見制度利用促進基本計画における
　 中核機関としての業務。
　 成年後見制度の利用が必要な人が制度を
　 利用できるようにチラシ・パンフレット
　 等の作成及び配布や、市民向けの出前講
　 座等の啓発活動。

● 災害対策支援の推進
　 ボランティアを、被災者のニーズに繋
　 げその活動が円滑に、かつ効果的に展
　 開されるよう被災地に設置される災害
　 ボランティアセンターの体制整備。
　 行政と協働による自主防災組織の推進。
　 被災地支援。
　 ○地域防災・見守り・助け合いフォーラム
　 ○災害ボランティアセミナー
　 ○自主防災組織意見交換会
　 ○珠洲市災害 VC 支援　等

制度の説明 70 件
法人後見
他事業への利用支援
その他

相談支援内容

18 件
35 件
14 件

件数

令和 6年度、雲仙市社会福祉協議会は、皆さんか
らの会費、寄附金、共同募金助成金、各種受託金
等を活用して、上記事業を行いました。

令和 6年度

事業報告のつづき
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令和

６
年度

計
算
書
類
（
財
務
３
表
）

収入 180,272,860 円

支出 171,572,692 円

事業活動収支差額 8,700,168 円

2,800 円

613,470 円

△610,670 円

7,920,521 円

18,622,045 円

△10,701,524 円

△2,612,026 円

事
業
活
動

収　

支

施
設
整
備

収　

支

そ
の
他
の

活
動
収
支

当期資金収支差額合計

67,287,668 円前期末支払資金残高

64,675,642 円当期末支払資金残高

資金収支計算書（自 R6.4.1 ～至 R7.3.31）

収入

支出

施設整備収支差額

収入

支出

その他の活動収支差額

サ
ー
ビ
ス

活
動
外
増
減

特
別
増
減

繰
越
活
動

増
減
差
額

当期活動増減差額

事業活動計算書（自 R6.4.1 ～至 R7.3.31）

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

その他の積立金取崩額

その他の積立金積立額

次期繰越活動増減差額

収益

費用

サービス活動外増減差額

収益

費用

特別増減差額

179,663,298 円

185,056,004 円

△5,392,706 円

14,062 円

17,500 円

△3,438 円

141,475 円

1,671,525 円

△1,530,050 円

112,916,558 円

105,990,364 円

8,516,021 円

14,026,245 円

100,480,140 円

収益

費用

サービス活動増減差額

サ
ー
ビ
ス

活
動
増
減

負債の部

流動負債
固定負債

純資産

564,455,976 円 574,445,132 円 △9,989,156 円

純資産の部

負債及び純資産
の部合計

444,870,312 円 453,980,196 円 △9,109,884 円

貸借対照表（R7.3.31 現在）

18,139,145 円 27,471,436 円 △9,332,291 円

101,446,519 円 92,993,500 円 8,453,019 円

当年度末 前年度末 増減

資産の部

資産の部合計

流動資産
固定資産

73,779,490 円 88,575,448 円 △14,795,958 円

490,676,486 円 485,869,684 円 4,806,802 円

当年度末 前年度末 増減

564,455,976 円 574,445,132 円 △9,989,156 円

ちょ

こっと雑学

財務三表とは、企業の財務状況を示す書類の中で、特に重要な 3つの書類のことを指します。
これらの書類は、貸借対照表、事業活動計算書、キャッシュフロー計算書の 3つです。
社会福祉法人の財務諸表において、キャッシュフロー計算書に相当するものは「資金収支計
算書」です。新「社会福祉法人会計基準」では、キャッシュフロー計算書の作成は義務付け
られていません。代わりに、資金の増減を明示的に示す「資金収支計算書」を作成します。

△6,926,194 円

災害ボランティアセミナー
HUG（避難所運営ゲーム）
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所
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中
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マ
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セ
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吹
の
原
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中
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正
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田
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下
狩
場
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城
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利
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上
塩
浜
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吉
岡
フ
ミ
エ　

様

南
串
山
支
所
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岡　
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初　

枝　

様　

小
竹
木

　
　
　
　

故 

岡
本　

勝
弘　

様

　
◆ 

本　

田　

睦　

枝　

様　

板
引

　
　
　
　

故 

本
田　

延
彦　

様
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山　

本　
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様　

坂
上
奥

　
　
　
　

故 

山
本　

壽
夫　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
同

意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
付
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
付
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
附
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

令和7年 4月 1日

令和 7年 5月 31日

～

令和7年 4月 1日

令和 7年 5月 31日

～

一
般
寄
附

吾
妻
支
所

　
◆ 

吾
妻
町
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
議
会　

様

南
串
山
支
所

　
◆ 

じ
ゃ
が
丸
ス
タ
ン
プ
会　

様

香
典
返
し
寄
附

国
見
支
所

　
◆ 

小　

林　
　
　

茂　

様　

川
西
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小
林　

和
子　

様
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前　
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高
下
第
二
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一
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様
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徳　

様　

篠
原
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中
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博
子　

様
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耕
太
郎　

様　

下
古
賀

　
　
　
　

故 

園
田　

由
喜　

様

　
◆ 

中　

田　

寿　

幸　

様　

金
山

　
　
　
　

故 

中
田　
　

翠　

様

　
◆ 

川　

内　

厚　

子　

様　

向
町

　
　
　
　

故 

川
内　
　

正　

様
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横　

田　

秀　

晴　

様　

片
田
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横
田
タ
ツ
コ　
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様　

楠
高
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尾
﨑　

大
貴　

様
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森　
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幸　

孝　

様　

北
下
原
東
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森
瀬
ト
シ
子　

様

瑞
穂
支
所
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田　
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大
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前
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利
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様

あ
りがとうございました

あ
りがとうございました

Thank you for your donation
 to the Unzen City Social Welfare Council.
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入場無料

みんなが参加する
社会福祉大会

不登校も特別支援学級もない
同じ教室で一緒に学ぶ
ふつうの公立小学校の
みんなが笑顔になる挑戦

開催決定
第11回雲仙市社会福祉大会

映画上映映画上映

　

雲
仙
市
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
第
11
回
雲
仙
市
社
会

福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
社
会
福
祉
大
会
は
、
映
画
上
映
を

行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞

を
受
賞
し
た
作
品
『
み
ん
な
の
学
校
』。

　

全
て
の
子
ど
も
に
居
場
所
が
あ
る
学
校
づ
く

り
を
目
指
す
大
阪
府
の
小
学
校
の
取
組
を
追
い

続
け
た
教
育
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

▼ 

日
時

　

 　

令
和
７
年
９
月
６
日
（
土
）

　

 　

午
後
１
時
30
分
開
会

▼ 

場
所

　

 　

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

▼ 

内
容

　

 　

式
典　
　
　

…

13
時
30
分
～

　

 　

映
画
上
映　

…

14
時
20
分
～

ⓒ関西テレビ放送



社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
http://unzenshakyo.net/

〒854-0405
長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
 TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564

国見支所　　TEL 0957-78-0596　瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071　千々石支所　TEL 0957-37-2755　小浜支所　　TEL 0957-75-0620
南串山支所　TEL 0957-88-2143

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

小浜消防署

小浜
老人福祉センター

■

ココ

愛野小学校

雲仙市商工会 Aｺｰﾌﾟ 千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

○
愛の夢未来センター

○
○

○

愛野
保健福祉センター

■

ココ

先着順で予約を受け付けていますので、お早めにご予約ください。
弁護士が抱えている案件の都合上、相談を受けることができない場合もあります。

雲仙市社会福祉協議会

広報誌に掲載した写真を差し上げます。事業企画課（0957-37-2855）までご連絡ください！

※対象外の写真もあります。

こ
の
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
誌
「
に
じ
」
は
、
皆
様
か
ら
の
会
費
・
共
同
募
金
の
助
成
金
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

瑞穂
安全・安心ステーション

千年の湯

JA西郷GS

瑞穂総合支所

すこやかランド

ふれあい広場

←諫早方面

島原方面→

○

○

○

○■
ココ

生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
秘密は固く守られます。弁護士相談のご案内

令和7年９月３日（水）
担当弁護士

宮木　光　先生

令和7年 8月 6日（水）
担当弁護士

曽場尾　雅宏　先生

令和7年 10月９日（木）
担当弁護士

曽場尾　雅宏　先生

500円から参画できる地域福祉活動
社協会費

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
会
費
納
入
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
本
の
社
会
福
祉
の
仕
組
み
は
、

市
民
の
側
か
ら
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た

め
に
、
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
に

住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
福
祉
団

体
を
創
る
こ
と
を
促
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が
、「
社

会
福
祉
協
議
会
」
で
す
。
雲
仙
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
「
会
員
制
度
」
を

設
け
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
福
祉
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
、
社
協
会
費
の
納
入
を

お
願
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〔
会
費
の
種
類
〕

〇
一
般
会
費

　
　

…

年
額
５
０
０
円
以
上

　
　
　

福
祉
推
進
員
（
自
治
会
長
）
を

　
　
　

通
じ
て
各
世
帯
へ
の
お
願
い
。

〇
賛
助
会
費

　
　

…

年
額
１
，
０
０
０
円
以
上

　
　
　

個
人
に
対
し
て
の
お
願
い
。

〇
特
別
会
費

　
　

…

年
額
３
，
０
０
０
円
以
上

　
　
　

企
業
・
団
体
等
に
対
し
て
の
お

　
　
　

願
い
。

地
域
福
祉
事
業
へ
の
参
画

地
域
福
祉
事
業
へ
の
参
画

う ん
ぜ
ん

使
わ
な
く
な
っ
た

　
　

制
服
の
登
録
。

登
録
後
は

　
　

ご
自
宅
で
保
管
。

登
録
し
た
制
服
の

　
　

希
望
が
あ
れ
ば
連
絡
。

本
会
HP
で
登
録
状
況
を

　
　

確
認
で
き
ま
す
。

制
服
を
ご
希
望
の
際
は
、

　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登
録
し
た
制
服
の
希
望
が

　
　

あ
れ
ば
つ
な
ぐ
支
援
。

登録までの流れご利用までの流れ 　　　　　　　　
制
服
バ
ン
ク

　　　　　　　　
始
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
不
要
に
な
っ
た
制
服
を

　
　
　
　
　
　
必
要
と
し
て
い
る
方
が

お
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
、
地

域
福
祉
へ
の
参
画
と
し
て
、
寄
附
者
に

よ
る
保
管
を
基
本
と
し
た
「
制
服
バ
ン

ク
」
を
始
め
ま
し
た
。

寄
附
者
の
方
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
保

管
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

制
服
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
寄
附
者
よ
り

制
服
を
お
預
か
り
し
、
必
要
な
方
に
つ

な
ぐ
支
援
を
行
い
ま
す
。

制服バンクへの
登録はこちらから。
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